
⑤仲間全員でピンチをチャンスに酪農
(有)山田牧場  （西原村）
山田 政晴 氏

復 旧 ・ 復 興 の 歩 み

復旧・復興のポイント

• 西原村の酪農家が定期的に集まり現状報告。「３年もすれば明かりが見える」と自分達を奮い立た

せ、顔を合わせることで孤独感をなくした。「酪農家から一戸の離農者も出さない」という強い意志

のもと、酪農を辞めようとしている仲間を説得した結果、誰一人辞めることなく復活を遂げた。

• 補助事業を活用して、牛舎の再建に加え、新技術の導入と牛の増頭を行い、震災を契機に経営を

拡大した。村も生まれ変わった。

～ 現 在再 建 (約１年間)被 災 (平成２８年４月）震 災 前

• 経産牛 60頭

育成牛 40頭

• 労働力 ４名

• 育成牛舎・哺乳牛舎が

全壊

• 搾乳牛舎・たい肥舎が

一部損壊

• 牛5頭が死亡

• 停電、断水（当面は、川

の水と乾草のみで飼育）

• 補助事業と融資を

活用して牛舎を再建

• 再建するまでの間、

ハウス牛舎や成牛舎

に集約して飼育

• 経産牛 １２０頭

育成牛  ８0頭

• 本人、従業員３名

• 搾乳ロボット等

を導入（平成２９年）

『厳しさを乗り越えて、頑張ってください。必ず明かりが見えます。』 

僕たちも災害を経験してきました。でも今は以前より、より良く頑張っています。

（北陸の）皆様方も災害は大変でしょうけど、それにも負けず頑張ってください。

こちらからも応援しています。

山田 政晴 氏

全壊した牛舎

  現在の牛舎
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